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要旨　コミュニケーション（能力）の重要性がいろいろなところで言われている。一方で、人間関

係を重視し過ぎることの危険性を指摘する声もある。そこで、改めて「コミュニケーション」につ

いて考えてみたい。コミュニケーション（能力）とは何か、コミュニケーション能力育成のために

はどのような教育が望ましいのか、また様々な文化の相違とコミュニケーションの問題等、コミュ

ニケーション（能力）について様々な角度から考える。
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は　じ　め　に

　「コミュニケーション」とは一体どのような

ものなのだろうか。あちこちで、「コミュニケ

ーションは大切だ」とか「コミュニケーション

能力を育てなければならない」といった声が聞

かれるが、そして確かにその通りだと思うので

あるが、それならば、重要性や育成を言う前

に、まず「コミュニケーション」とは何なの

か、育てなければならない「コミュニケーショ

ン能力」とはどのような能力なのか、その育成

のためにはどのような教育が望ましいのか、と

いったことを把握しておかなければならないだ

ろう。

　2011年3月11日の東日本大震災以降、人と

人とのコミュニケーションや絆が大切だと声高

に叫ばれている。しかし、その一方で、絆や人

との繋がりが重視され過ぎるあまり、それが支

障をきたすという指摘もある。例えば、人間関

イ系の大切さを言われて育つ子どもが、友達の少

なさが原因でコミュニケーション傷害ではない

かと不安に陥るというような状況が生じたり、

いじめ問題と関わってくる場合もあるようであ

る2）。

　このような複雑な時代だからこそ、改めて

「コミュニケーション」について考える必要が

あるだろうと考える。この論文では、まず、コ

ミュニケーションまたコミュニケーション能力

とは何かを捉えた後、コミュニケーションの諸

側面に触れ、様々な文化の相違また新しい文化

の登場とコミュニケーションの問題について考

える。さらに、コミュニケーション能力はどの

ようにすれば育つのかについても言及したい。
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1．コミュニケーションとは何か、

コミュニケーション能力とは何か

　冒頭から「コミュニケーション」と英語をそ

のままカタカナにして用いているが、「コミュ

ニケーション」に相当する日本語はないのだろ

うか。「コミュニケーション」と部分的に重な

る表現はあっても、ぴったり重なり合う日本語

表現を見つけるのは困難である。

　アメリカでスピーチ学会が誕生した1909年

が現在のコミュニケーション学の一つの出発点

だと宮原（1992）は言う。さらに、西洋文化に

おいては、スピーチやコミュニケーションに対

する関心は古代ギリシア、ローマのプラトンや

アリストテレス、キケロ等の時代に始まってお

り、研究も盛んに行われたと述べている。

　一方、典型的な高文脈文化に分類される日本

文化では「沈黙は金なり」、「以心伝心」といっ

た考え方が尊重される。このような文化では、

自身の考え等を効果的に相手に伝え説得する能

力またそのような能力の育成に関心は集まら

ず、コミュニケーション学が発展する素地も育

たなかったと言えよう。実際、日本でコミュニ

ケーションが学問として定着したのは1980年

代に入ってからと比較的最近のことである。つ

まり、「コミュニケーション」に相当する語彙

が日本語に見つけられないのは、その概念がも

ともと日本文化には根付いていないということ

なのである。

　では、「コミュニケーション」また「コミュ

ニケーション能力」はどのように定義されるの

か、宮原（前掲書：5－12）に見てみよう。ま

ず、コミュニケーションとは：

二人以上の人間がシンボルを使ってお互い

の間の意見、感覚、価値観などにまず違い

があることを確認して、そこから少しでも

共通点、あるいは共有点とでもいうべきも

のを探り合う過程、

あるいは、

自分の意見、感情などを他の人に伝えるた

めの単なる道具なのではなく、他との接触

を通してそれらの意見、主張、感情そのも

のを作り出す過程、

また、

人間がシンボルによって構成されるメッセ

ージを使いお互いに影響し合う過程、

である。そして、コミュニケーション能力は：

人問同士がお互いに共通の記号を使いなが

ら、それぞれの目的を達成し、また健全な

対人関係を築き、維持していくための知

識、および能力、

である。「コミュニケーション」とか「コミュ

ニケーション能力」というと、多くの日本人が

割合すぐにことばに、そしてことばの4技能

「読み」、「書き」、「聞き」、「話す」の中で、特

に「話すこと」と「聞くこと」に結びつけて考

える傾向にあるように感じる。したがって、コ

ミュニケーション能力向上のための指導という

と会話力を鍛えれば良いと思う人や、コミュニ

ケーション能力の育成は英語教育や言語教育の

中でするものだと勘違いしている人もいる。し

かし、上述の定義を見れば、ことばや会話力だ

けの問題ではないということがわかる。
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　以上のことを踏まえた上で、様々な文化の相

違とコミュニケーションの問題を考えていきた

い。

2、言語コミュニケーションと

非言語コミュニケーション

　1で、コミュニケーションとことばとを結び

つけて捉える傾向が強いと述べたが、ことばが

伝達の中で占める割合を僅か7％とする研究も

ある3）。言語以外に顔の表情やジェスチャー、

目の動きといった身体動作や、服装、持ち物、

香水等の人工品、対人距離といった空間の使い

方、またパラ言語と呼ばれる音声の特徴、間の

取り方等、気づかぬうちに実に様々な言語以外

の要素によってメッセージは送られているので

ある4）。

　例えば、人が人と出会った時に、「今日はお

目にかかれてうれしいです」と言ったとして

も、その時、下を向いて不機嫌な表情でぼそぼ

そと言っていたとしたら、聞き手は話し手が本

当はうれしくないのだと思うであろう。このよ

うに、我々は無意識のうちに、ことばが伝える

メッセージよりも話し手の表情や身体の動き、

声の調子が伝えるメッセージを優先させて解釈

する場合は多い。ことばとそれ以外の要素が伝

える内容が一致せず、ことばが意味を持たなく

なることは多いのである。

　さて、顔の表情に対する解釈は様々な文化間

で大きな違いは見られないかもしれない。日本

人の見せる曖昧な微笑み等には理解が困難とい

う声もあるが、喜怒哀楽や不安、驚き等の人間

の感情を表す顔の表情は文化を超えて同じだと

言ってもよいだろう。しかし、これ以外の身体

動作や人工品、対人距離等は文化によって様々

な解釈がなされる。外国語での意思疎通が十分

にはかれないと判断した人が「ことばが通じな

くてもジェスチャーでなんとかなる」と言うの

をよく聞くが、なんともならないのである。外

国の文化に接することが容易くなり、「0K」と

か「よくやった」を表す「親指立て」やその逆

の意味を表すジェスチャー等、元々は欧米での

ジェスチャーを日常的に使用している日本人も

多いように思う。しかし、このようなジェスチ

ャーにしても、多くの日本の若者がカメラを向

けられると作る「Vサイン」にしても、文化

によっては別の意味を持ち、受け入れられない

のだということを、まず知らなければならな

い。日本の「手招き」のジェスチャーが欧米や

中束諸国の一部では逆の「あっちへ行け」の意

味を表すという例もよく挙げられるが、・日常的

なジェスチャーだからこそ、使用に際しては意

識しておくことが大切だと言えよう5）。

　言語によるコミュニケーションを言語コミュ

ニケーションと呼ぶのに対して、上述のような

言語以外によるコミュニケーションを非言語コ

ミュニケーションと呼ぶ。海外に出かける時

等、我々はついことばのことばかりを考える傾

向にあるが、これらの非言語コミュニケーショ

ンについても学ぼうという意識を持つことが大

切だろう。そして、非言語コミュニケーション

がメッセージの伝達において重要な役割を果た

すことが事実である以上、コミュニケーション

能力育成を言語教育だけに依存することは聞違

っているとわかる。

　もちろん言語によるコミュニケーションは重

要である。」言語が伝達の中で占める割合が僅か

であろうと、ことばは文化の「標（しるし）」

（阿部2007）であり、その文化に属す人々の思

考に大きく影響するのである。ことばは文化の

中心であり、それぞれの文化が持つ価値観や考

え方を学んだり、次世代の人々に伝えていく大
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切な手段である。言語教育だけを重要視するの

は問題であるが、言語教育を疎かにするのも問

題である。

　ここでもう一点、異文化理解との関連で述べ

ておきたい。それは異文化を学び理解するとい

うことの意味である。異文化理解とは、異文化

を真似ることでも、それに合わせることでもな

い。上述の通り、「親指立て」のジェスチャー

は日本でのジェスチャーとしても一般的になっ

ているように、日本では特に欧米の文化の影響

が大きい。そのため、日本でもアイ・コンタク

トの重要性を説く場合もあるが、常にアイ・コ

ンタクトを意識する必要もない。視線を合わさ

ないことが礼儀と考える人々は、日本を含めア

ジア系やアフリカ系の人々にも多い。時と場合

に応じて、それぞれの文化に必要な態度を取る

ことが大切なのである。そして、他の文化のや

り方を知り理解すれば、それによって白文化を

客観的に再認識でき理解を深めることができ

る。異なる文化に属す者同士が互いにこのよう

な姿勢で臨めば、文化間のコミュニケーション

はよりスムーズにはかれるようになるだろう。

また、文化に応じて必要な言語また非言語コミ

ュニケーションを使い分ける能力も鍛えられる

と考える。

3．異文化間コミュニケーション

　日本という国の境界線と日本語等日本文化の

境界線とはほぼ一致しているため、日本人は

「国」という単位で一つの文化を形成している

と思う傾向がある。しかし、そうではない。国

境は、政治的理由、宗教的理由等で、人間が自

分たちの都合に合わせて引くものと言える。確

かに、国が違えば文化も異なるが、それ以外に

も異文化はいろいろなところで見られる。日本

という一つの国の中でも、我々は日常の身近な

場面で年齢や性別等の相違による文化の違いを

感じているはずである。まず、年齢による文化

の違いによって起こるコミュニケーションの問

題を考えてみよう。

3．1年齢による異文化とコミュニケーション

　時とともにことばが変化するのは避けること

のできない宿命である。変化の原因となるもの

はいろいろで、自然環境の変化、時代の変化、

人間問の力関係、意図的な創造等が考えられる

が、いずれにしても年齢や世代が異なれば使用

語彙や表現に変化が生じることになる。新しい

表現方法が誕生したり、逆に、身近であった語

彙にも拘わらず消滅したり、というような変化

は珍しいことではない。また、使用する語彙自

体に変化がない場合でも、使い方や意味が異な

る場合もある。

　意味の変化の例をまず挙げて見よう。例え

ば、「メール」ということばがそうである。世

代が上の日本人であれば、「メール」と聞いて

まず思うのは「手紙」や「郵便物」かもしれな

い。20年程前であれば、ほとんどの日本人が

手書きの手紙を封筒に入れて切手を貼ってポス

トに投函するという昔ながらの手紙を思い描い

たに違いない。ところが、その後、コンピュー

タを使用して送る「電子メール（e＿mi1）」が

日本でも盛んに利用されるようになり、「メー

ル」が別の意味を表すようになった。やがて3

つ目の意味、すなわち、携帯電話の「メール」

も増え、今ではもっぱら2つ目と3つ目の意味

が主流であるように感じる。ただ、この2つの

意味は使う人の年齢によって区別されるかもし

れない。つまり、世代が上の人の「メール」と

若い人の「メール」とでは、コンピュータのメ

ールなのか携帯電話のそれなのか、指し示すも
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のに多少の違いがあっても不思議ではない。

’このような変化には対応できても、ついてい

けないと感じる変化は多い。わからない表現は

暗号と同じで、それを理解しようとすることは

暗号解読作業に等しい。昨今の若者は本当に自

由にいろいろな表現を生み出す。今自分がして

いることを表すのに、例えば、「今、勉強して

いる」ではなく「勉強なう」と言ったりする。

そして、英語の“mW”から生じた「なう」

は、書く時にはカタカナ表記の「ナウ」ではな

く平仮名で表記するというところに、ちょっと

したこだわりが感じられる。

　「書く時」ということばが出てきたところで、

ここでは以下、文字や書きことばの例に絞って

見ていくことにしたい。年齢を問わず一般的に

なってきたとも言える絵文字の類いとは別に、

若い人を中心に使われている文字や記号は一種

の暗号のように見える。次の中のどれくらいが

理解可能であろうか。まず、英語の例を挙げて

みる。

1．cu

2．u2

3．i8．．

4．9r8

このようなローマ字と数字による表現方法を認

識し始めたのは2年程前のことである。英語に

堪能な学生が英語で携帯電話に送ってきたメー

ルが次のような一文で始まっていたのがきっか

けであった。

5．I’m　so　so皿y4using　urtime．

見ているだけではわかり辛いが、声に出して読

んでみるとことばが繋がる。つまり、通常の語

を、その語の音と同じ音を持つ文字や数字で表

しているわけである。そのようにして側1－4

を見てみると、それぞれ“Seey㎝，”“you　too，”

“Iate．．．，”“ №窒?≠煤hとなる。

　ただ、これらの表現方法を使用する場合に

は、相手を考えなければならない。目上の人等

には、仮にその人がこれらの意味を理解できた

としても、使うべきではない。いくら英語がで

きても、使うべきことばとそうでないことばの

判断ができなければ、コミュニケーション能力

において少し問題があるということになる。そ

して、このような表現方法が原因でミス・コミ

ュニケーションを引き起こすことになるかもし

れないという意識を持つことが大切であろう。

　日本語でも同様に、文字や数字、記号でコミ

ュニケーションを取ることがある。次の例を見

てほしい。

6，46

7．4649

8．kwsk

9．　・□

1O．　・△

まず、6と7を見てみよう。コンピュータや携

帯電話上等で、友人に「よろしく」とメッセー

ジを送る場合、まず「よろしく」を「よろ」と

略し、それを側6のように「46」と書いて表

す。丁寧な表し方は「よろしく」をそのまま数

字にして「4649」（例7）だという。8は「くわ

しく」のことで、その子音のみを取ってできて

いる。9とIOも解説なしには理解できない。9

の「□」は「しかっけい」と読めるが、これは

「～氏、格好良い」を崩した読みである。同様

に、10の「△」は「さんかっけい」と読め、

それは「～さん、格好良い」の崩れた読みであ
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る。さらに、「…□」と「…△」は表す人のラ

ンクによって使い分け、「…口」で言及される

人の方が「…△」で表される人よりも格上であ

る。

　英語の場合も日本語の場合も、このような記

号を利用してメッセージを送るのには、背景に

似たような理由があると考えられる。一つに

は、コンピュータや携帯電話でメールを作成す

る時、またコンピュータ上での文字や記号によ

る会話の際、文字を打ち込む時間は可能な限り

短くしたい、ということがある。文字での会話

の場合、相手からの返事が遅いと、読んでくれ

ているのか不安になったり、あるいは一方通行

のようになって、会話にならなくなったりす

る。

　もう一つの理由として、tWitterの影響が考え

られる。twitterには文字数に140文字以内とい

う制限がある。その制限の中で多くのことをメ

ッセージとして送るためには、文字に工夫をし

て短くすることが求められる。このような、時

間的に速く文字数は少なくという理由で、例え

ば「よろしく」の場合、ローマ字入力で8回あ

るいは9回キーを明かなければならないところ

を「4649」だと4回に減り、それを「46」に短

縮すれば2回で済む、ということになるわけで

ある。これらはネット用語であって、必ずしも

若者の使用に限られてはいないであろうが、使

用者の割合を考えると、若い人を中心に使われ

ていると言えるだろう。

　メールでの数字の利用について、これらとは

全く異なる事情もある。アラビア語の例を挙げ

てみたい。エジプトの例である6〕。そもそもア

ラビア語には、フスハーと呼ばれる文語とアー

ンミーヤという口語があり、両者は発音、文

法、基礎語彙、いずれにおいても大きく異な

る。フスハーは書きことばとして、またアラビ

ア世界全体の共通語として機能し、本や新聞、

テレビのニュース、公の場での議論、大学の授

業等で使われる文語的共通語である。ただし、

共通語といっても、それはアラビア世界全体の

高等教育を受けた一部の人々にとっての共通語

であって、日本人ならば誰でもわかる日本語の

共通語とは大きく性格が異なる。一方、アーン

ミーヤという口唇吾は国ごとに、また一つの国の

中でも地域によって異なる地域方言で、日常的

な身の回りの出来事に関する情報を交換するの

に使用されることばである。この2つははっき

りと分かれているため、高等教育を受けてフス

ハーの能力が高い人々とそうでない人々との間

には、獲得する情報の種類や量に違いがあり、

それ故に、民衆が言語コミュニケーションを通

じて大きなネットワークを築くことはむずかし

い。

　しかし、そこに携帯電話が登場した。かつて

は無線通信は軍事用に独占されていた。また、

有線電話網は発達していなかったため、家に固

定電話はなかった。したがって、電波が軍事占

用から解放され、携帯電話が登場すると、携帯

電話はあっという間に普及することになった。

ただ、携帯電話でメール機能を利用する際、右

から左へ書くアラビア文字で入力する環境は整

わず、若い人々は入力しやすいローマ字でメー

ルを書き始めた。また、教育水準が上昇し、都

市部では、教育を受けた人々を中心に、フスハ

ーを話しことばに近づけた「中間的アラビア

語」7〕が誕生してきていたのであるが、若者は、

書きことばのフスハーではなく、この「中間的

アラビア語」をローマ字メールに使用した。

「中間的アラビア語」はインターネット上での

使用言語として中流層に広まり、さらにface－

bookという手段を得て、コミュニケーション

が盛んに行われるようになった。アラビア語の
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変化がアラビア語世界にfacebookをもたらし、

民主化の動きに貢献することになったというこ

とである。

　さて、数字の話をしなければいけない。若者

は、ローマ字で話しこ一とばをメールにするので

あるが、ローマ字ではアラビア語のすべての音

を表記しきれないため、それを数字で表したり

する。メールに数字筆使う理由は日本語や英語

・の箏1情とは全く異なるのであるが、ローマ字の

使用や通常の方法では表現できない部分に数字

という別の記号を使用するという発想に、若い

人々の動きによることばの変化を見ることがで

きる。

3．2性別による異文化とコミュニケーション

　1で述べた通り、コミュニケーションは人間

関係、対人関係をいかに築いていくかというこ

ととも関係しているが、そのコミュニケージ当

ンにおいて、男性が中心に置いているものと女

性が重要視しているものとには違いがある。も

ちろん、これは全員に当てはまるということで

はなく、あくまでも傾向なのであるが、極めて

強い傾向と言えるだろう。Ta㎜en（1990）によ

れば、男性は、階層社会に身を置いており、誰

が上で誰が下の位置にいるかを考えている。男

性にとって、社会は競争と力関係の場であり、

自分が独立していてどれだけ成績や業績を達成

できるかということを重んじる傾向にある。し

たがって、男性の会話は、自分が優位に立とう

とするものになったり、相手が自分の力や立場

を弱めようとすることからの自己防衛になった

りすることが多いと言える。

　一方、女性は人との結びつきやネットワーク

の中にいることを心地良いと考える。孤立を避

け、人との友情や共感を大切にし、共に何かを

することに喜びを見出す傾向にある。故に、女

性の会話は、他の人と自分が同じ考えであるこ

とを求めたり示したりするものになり、同意に

達しようとする。そして、この男女間の違い

は、すべての人種や民族に共通に当てはまるよ

うである。

　そもそも、生物学的にも人類学的に見ても、

男性は狩猟によって家族のために食料を得るこ

とをしてきた。狩猟の際には、他の人とぺちゃ

くちゃ話などできない。集中して獲物をしとめ

なければならない。その腕前が良い方が家族を

支えていきやすいのは当然である。そこには、

当然、・他の男性との競争や力の上下関係も生じ

るであろうし、自分二人で動物をしとめること

ができる腕前は重要視されることになるであろ

う。

　一方、女性も家族のために働くのであるが、

それは男性とは異なる方法で、なのである。女

性は、皆が安全に心地良く毎日を過ごせるよう

にと気を配る。そのためには、周りの人とのネ

ットワークを大切にし、普段と何か変わったと

ころはないか情報を集め、助け合って心地良い

空間を作り出そうとする。男性も女性も家族の

ために行動するのであるが、その方法はそれぞ

れで、互いに異なるということであ孔

　このような男女の違いが見られることについ

て、大きく分けて2つの見解がある。・男性と女

性の特徴は、赤ちゃんが母親の胎内にいる時に

決定づけられる’という見方と、それに対して、

誕生後の育で方が男の子を男性として育て、女

の子を女性として育てるのだとする見解である

が、いずれにしても、・上述のそれぞれの性の特

徴は認められているところである。具体例を挙

げよう。

　最初の例は日本人の例ではなく、共働きのア

メリカ人夫婦の間で起こった問題である呂）。し

かし、上述の通り、男女間コミュニケーション
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については人種や民族を超えて共通する特徴が

見られるので、日本人夫婦にも思い当たるとこ

ろがあるだろ㌔夫はある週末の日に高校時代

の友人と遊びに行き、その日、その友人を泊め

るという計画を、妻の予定を確認することなく

勝手に決めてしまった。しかし、その日はちょ

うど妻が出張から帰宅する日であった。妻は夫

に、仕事をしている妻の予定も確認し、いつ泊

めるかを話し合うべきだと言った。妻は、共に

生活する者として、予定を話し合うのは当然の

ことだと思い、いつもそうしてきた。特に週末

についてはそうであった。夫の予定は妻の予定

に、妻の行動は夫の行動に影響を与えるからで

ある。それなのに、なぜ夫はそうしてくれない

のかと妻は疑問に思うのであるが、夫は妻の予

定を確認することを、まるで許可を求める子ど

ものすることだと思った。夫は、自分が妻より

下に位置しているようだ、妻は自分をコントロ

ールしよう、自分の自由を制限しようとしてい

ると感じたのである。

　この例に見られるのは、女性は男性との結び

つきや、話合い、共に何かをするということを

大切に考えている一方、男性は自分が妻に許可

を得なければならないような立場ではなく、自

由を持った人問であること、立場や力関係にお

いて自分の方が上であることを主張していると

いう男性と女性の特徴である。特に、この例の

場合は、友人に「妻に確認してみるよ」などと

言うことによって、夫は自分が友人にどのよう

に思われるかを気にしたと考えられる。

　2012年3月の新聞に60代男性の興味深い記

事が掲載されていた9〕。また、筆者の身近でそ

の記事の内容と全く同様のことが起こったの

で、この2件の出来事についてまとめて述べ

る。それは次のような内容である。自分の投稿

したものが新聞に掲載されだということを話し

た時の男性の反応と女性の反応とが異なるとい

うのである。男性の反応は無関心あるいは上か

ら相手を見るような反応であるのに対し、女性

は興味を示し共感し相手を持ち上げる。女性と

ならば、記事についての話が展開し、会話を楽

しむことができるということであった。

　15歳の少年たちの例も挙げよう。これも筆

者の身近で起こった出来事であるが、男性の特

徴を表していて興味深い。5人の少年の前に6

個のケーキが出された。全員が一つずつケーキ

を食べた後、残った一個をどのようにしたかと

いうと、もう一つ食べたいと思った4人がじゃ

んけんをして、じゃんけんに勝った少年一人が

一個全部を食べ、他の人は皆、勝った少年を羨

ましく見ていたのである。

　これが女性同士の集まりだったら、ケーキを

人数分に等分して、皆で食べるだろう。等分に

したつもりでも大きい小さいができるので、そ

れについて皆でわいわい言いながら食べる光景

が目に浮かぶ。筆者が少年の一人に尋ねたとこ

ろ、もう一つ食べたいという全員がじゃんけん

に参加するという同じラインに立つのだから平

等だ；その結果として負けたら仕方がない、と

いうことなのである。女性は、結果が平等であ

ることが大切だと思う傾向にあるように感じ

る。勝ち負けが関わってくる男性の思考方法

と、皆で一緒にという女性の考え方との違いで

ある。

　また、よく「女はお喋り」だと言われるが、

男性の方がお喋りだという見方もある。実は、

喋っている場面が異なるのである。女性は例え

ば喫茶店とかマーケットでの買い物の足を止め

て、ぺちゃくちゃとよく喋っているが、そのよ

うな場面では男性はあまり喋らないため、その

時に男性は「女はよく喋る」と思い、逆に、男

性がよく喋る会議等の場面では女性はおとなし
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い傾向にあるので、その時女性は「男の人って

よく喋る」と感じることになるlo）。女性はプラ

イベートな空間でよく喋り、互いに似た経験を

話すことによって相互の共感を得て安心する。

自分は孤立していないとほっとする。一方、男

性は公的な場面でよく喋り、発言を通して自分

の能力を誇示し、社会階層における自分の地位

を維持したり、中心的存在であることを示そう

としたりしていると言えそうである。

　以上、様々な例を挙げたが、年代が異なる人

同士のコミュニケーションや男女間コミュニケ

ーションは異文化間コミュニケーションの一つ

である。年配の人々と若者、また男性と女性は

お互いに理解できなくてすれ違っているところ

もあるが、お互いに非難し合うのではなく、理

解し合う努力をして、異文化問コミュニケーシ

ョンを楽しもうという態度に変えていければよ

いと感じる。

　異文化を生み出す要因は他にも考えられる。

性別や年齢と異なり、人問が作り出すモノ（こ

れも文化である）によってコミュニケーション

に変化が生じ、それが人問の行動や思考のパタ

ンを変え、新たな文化を生み出すという現象も

見られる。次に、そのような例を見ることにし

よう。

4．新しい文化の登場と

コミュニケーションの変化

　3．1でも触れたコンピュータや携帯電話をは

じめとするIT機器が我々のコミュニケーショ

ンの諸側面に変化を与えているのは明らかであ

る。コミュニケーションの道具として日本にコ

ンピュータや携帯電話が登場し、普及し始めて

から20年弱だろうか。いまやスマートフォン

やiPhoneが普及してきている11）。iPadなるも

のも普及してきており、大阪市立の全小中学校

でタブレット端末と電子黒板を利用した授業が

実施されるのも、そう遠いことではなさそうで

ある12）。これらの機器はもはや「普及」ではな

く、当たり前の道具になってきた。これらを利

用してfaoebookやtwitterを楽しむ人々も増加

している。その弊害も報告される中、就職活動

にもfacebookは欠かせないものになってきて

いるようで13）、これらの機器や機能に弱いとい

う人は、仕事を得る段階で既に不利な状況に置

かれてしまっているのかもしれない。

　携帯電話やスマートフォン、iPhoneの使用

者の増加を裏付ける証拠として、2012年3月

に新聞に掲載された「駅と電車内の迷惑行為ラ

ンキング」（日本民営鉄道協会調査）のデータ

を挙げることができる14）。第1回目の1999年

度以降数年は、迷惑行為の第1位は「携帯電話

の使用」であったが、2007年度には第2位に

なり、2011年度には第3位に後退した。そし

て、第1位は「騒々しい会話・はしゃぎまわ

り」、第2位は「座席の座り方」となったこと

が示されている。

　この理由を「携帯マナーの向上」とする分析

が新聞に載っていたが、それに加えて次のよう

に考えられるだろう。携帯電話が普及し始めた

頃は、使用している人や光景はもちろん少なく

珍しく、一般的に人々が違和感を覚える光景だ

ったと言え孔ところが、携帯電話使用人口や

使用場面の増加は急激で、電車内で携帯電話や

iPhone、スマートフォンを操る人々の姿は当た

り前の光景になってきた。つまり、それだけ

人々はこれらの機器や光景を見ることに慣れて

しまい、抵抗感がなくなってきたということで

ある。

　慣れというのは人々の感覚に影響を与えるも
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ので、このような現象は何も携帯電話に限った

ことではない。ファッションにしても流行語に

しても同じである。最初は目を疑うようなファ

ッション、耳を疑うようなことばでも、それを

何度も見たり聞いたりしているうちに、次第に

それに1贋れてしまい、遂には何とも思わなくな

ってしまう。ずっと以前からそのようなファッ

ションやことばが存在していたかのように、自

然に受け入れてしまう。人聞とはそのような生

き物である。ことばも流行し始めた最初の頃は

「流行語」という位置づけで、一部の人のみが

使用する特殊な表現であるが、それを多くの人

が使い始め定着してくると日本語の表現と認め

られ、辞書に掲載されることになるのである。

携帯電話の使用が今回、電車内迷惑行為ランキ

ングで第3位になったのは、他の一般的現象と

同様で、人々の慣れが大きく働いていると考え

られる。決して「マナーの向上」だけではない

だろう。

　このように、コミュニケーションの手段とし

て携帯電話等のIT機器を使用することが当た

り前の現代の文化は、「IT文化」また「ケータ

イ文化」と言える。これらの機器は確かに便利

である。しかし、ケータイ文化がコミュニケー

ションの取り方や人間関係等にもたらす弊害も

大きい。例えば、これらの機器で電話をかける

場合、誰が誰に電話をかけているかはわかって

いる。かけている本人は誰にかけるかを選んで

かけ、電話を受ける人は画面に出る名前等を確

認して、誰からの電話かわかった上で応答す

る。このような電話が通常になってしまった人

の中には、家の固定電話でのかけ方や応対の仕

方に戸惑う人もいると聞く。

　また、人との待ち合わせの仕方もルーズにな

る傾向が強いと考えられる。携帯電話というよ

うなものがない時代であれば、お互いが場所と

時間をはっきりとさせておかなければ待ち合わ

せというものはできなかった。ところが今は携

帯電話で、いつでもどこでも待ち合わせ場所も

時間も調整可能である。「○○あたりで、○時

ごろ」といった大雑把な決め方をしておいて、

その後の微調整は「OOあたりで、O時ごろ」

に実況で行えばよいのである。こうして、人々

は時間にもルーズになっていくのかもしれな

い。

　そして、画面に集中して、周囲に気を配れな

い人が増加している。道を歩いていてぶつかっ

たとか、駅のホームを歩いていて線路の．Hこ転

落したという人も出てくるわけである。駅のホ

ームで最近よく聞く「ホームに転落した（人を

見かけた）ら、…」といったアナウンスは今の

時代を反映している。電車内でも老若男女問わ

ず、本当に多くの人が自分の目の前の小さな機

器にだけ注意を向けている。そして、小さな機

器の向こうの人一つまり、電話やメールの相手

一とは繋がっているかもしれないが、自分がそ

の時に実際に置かれている状況や周りの人たち

とのコミュニケーションは疎かにしているとい

う結果になるのである。年配の人々や杖をつい

た人にも気づかない、見ているけれども見えて

いない。乗車マナーについての車内アナウンス

も聞こえていないのである。これらは、車掌か

ら乗客へ、また乗客から乗客ヘメッセージが届

いていないのであるから、ミス・コミュニケー

ションということになる。

　ケータイ文化の登場によりコミュニケーショ

ンに変化が起こり、それによってまた、文化が

新たに作り出される。礼儀を重んじてきた日本

人が、一人一人それぞれの道具を持ち、それに

気を取られるようになったために、周囲への気

配りも忘れてしまったように見える。そして、

会話も座席の座り方も荷物の置き方や持ち方も
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周りを気にしなくなってしまった。上述の「迷

惑行為ランキング」において、2011年度の1

位、2位がそれぞれ「騒々しい会話・はしゃぎ

まわり」、「座席の座り方」であったのも頷け

る。

　他の国々では、日本の状況からは想像もでき

ない携帯電話の利用の仕方もある。例えば、バ

ングラデシュのグラミシフォンの例やアフリカ

等で行われているケータイ・マネーサービスと

いったものである15）。ここでは、Mas　and

Morawczynski（2009）および内藤（2011）に基

づいて、ケニアのケータイ・マネーサービスに

関して簡単に触れよう。ケニアでは銀行の普及

率は約10％に過ぎないが、携帯電話のそれは

約56％であるため、銀行口座を持てない人々

に携帯電話の利用を通して銀行サービスを提供

しようとするものである。携帯電話会社Safaエi－

comがケニアのケータイ・マネーサービスM－

PESAを立ち上げ、銀行と連携して、携帯電話

利用者に電子マネーを供給する。携帯電話を通

して利用者の様々なお金のやり取りを可能にす

るという仕組みである。

　例えば、都会に出稼ぎに出た夫が田舎の妻子

や親に仕送りする際、従来は田舎に戻る友人等

にお金を託けたり、バスに依頼したり、郵便局

の送金サービスを利用するしか方法はなかった

のだが、それではお金が全額、最終目的地に運

ばれることはなかった。そこに登場したケータ

イ・マネーサービスによって、仕送りが可能に

なったのである。また、SMSが電子レシート

となるため、送金者が送金日を確認することが

できるのはもちろん、送金の証明等、様々な場

面で証明書としても有効に利用できる。また、

難民キャンプでは、より社会的、経済的な動き

に活用されたり、生活構築のための機器として

利用されているという。

　日本のケータイ事情、アフリカのケータイ事

情はそれぞれだが、いずれの場合も携帯電話の

便利さと同時に、コミュニケーションに関わる

問題を含んでいる。内藤によると、アフリカで

も、携帯電話が普及し伝統がハイテクと出会っ

たことによって、人間関係へのマイナスの影響

が生じているようである。これまであったいろ

いろな人との繋がりが着信拒否によって狭まっ

たり、文化に特有の親族関係に変化をきたす

等、やはりコミュニケーションヘの影響はある

のである。

　「ケータイ文化」は今後どのような方向に進

んで行くのか。コミュニケーション能力育成に

貢献するだろうか。我々は携帯電話やコンピュ

ータを上手く利用しながらも、これらの機器に

操られることのないよう、行き過ぎた便利さを

よく考え直し、自分たちの生活を見直すことも

必要だろう。

5．コミュニケーション能力育成

　　　　　に・必要な教育

　我々は世界申の様々な国や地域の人々と共に

生きていかなければならない時代に生きてい

る。コミュニケーションは、国と国との関係を

結んだり良好にしたり、また逆に悪化させたり

破綻させたりすることもある。そこで、国や地

域を超えてのコミュニケーションについて、特

に、日本はどうすれば良いのかを考えてみよ

う。

　最近、日本人のコミュニケーション能力に関

して憂うべき話をいくつか耳にした。一つは次

のような話である。国際会議で優れた進行役と

言われる人は、インド人のような自己主張の強

い人の発言を押さえ、日本人から意見を引き出

すことのできる人、なのだそうである16）。国際
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会議という国益を守ったり、世界全体の平和を

考えたり問題に対処する重要な場でさえ、何も

言わない、あるいは言えない、この国の代表の

コミュニケーション能力はどうなっているのだ

ろうか。ビジネスの会議や交渉の場でも日本人

だけ何も言わないと、ビジネスで海外出張の機

会の多い人から聞いた。東日本大震災の時も、

状況を適切に発信できなかったと言われている

し、これではどのような場面でも日本は世界か

ら取り残され孤立してしまうのではないか。

　また、NHKニュースで、今年（2012年）の

新入社員の傾向についてショッキングな事実が

報じられていた17〕。それらは、「自分から発言

しない」、「言われたことしかしないし、積極性

がない」、「こちらから構ってあげないと孤立し

ていると思い、勤務中に母親に電話をかける」

というものであった。それで、先輩社員との交

換ノートを利用したり、月に3回も上司との交

流会を設けたりする企業もあるということであ

った。彼らの意識は「競争より調和」にあるた

め、企業は新入社員に競争意識を植え付けよう

と躍起になっているという内容が報じられてい

た。

　国際会議でもビジネスの場面でも適切な発言

力を持つためには、ことばの訓練とコミュニケ

ーションについての考え方の変更が求められよ

う。コミュニケーション（能力）には2つの重

要な側面があることは最初に見た通りである

が、その2つのうち、日本文化は健全な対人関

係の構築と維持を重視する傾向が極めて強い。

コミュニケーションにおいては2つの側面のい

ずれをも考慮しながら人と接することが肝要だ

と思われるが、日本人は他の人との接触を通し

て自分の意見、主張、感情を作り出すという側

面を重視してはいない。

　このような日本文化では、家庭や学校での教

育の仕方も自ずと調和を求め、人間関係や相手

の気持ちに配慮するものになる。人と異なるこ

とを恐れ、人と対立して人間関係が壊れないよ

うに、自分の考えを正直に言うことよりも人の

気持ちを推し量ることにはかり力を注いでしま

うことになる。このような人間関係維持重視の

文化では、ことばの訓練を大切とは思わないだ

ろう。その結果、上述のような新入社員が出て

くるのである。

　学生が他の受講生の前だと恥ずかしくて質問

できないけれどもメールだとそれを気にせずに

質問できるという理由で、教員が学生に授業

中、携帯電話のメール機能を使って質問させて

いる授業を見たこともある。「コミュニケーシ

ョン（能力）」の意味を考える時、この授業は

必要なコミュニケーション能力を持った人材を

育成しているとは思えない。

　日本人同士であれば、人問関係重視のコミュ

ニケーション・スタイルでよいかもしれない。

以心伝心や阿口牛の呼吸で上手く行くかもしれな

い。そうすれば、話す訓練も必要ないだろう。

しかし、今は日本の国だけで、日本人だけで生

きていける時代ではない。人間関係維持だけで

はないコミュニケーション能力を身につけ、国

際会議やビジネス等の場面で適切な発言をし、

世界の一員としてその責務を果たしていかなけ

ればならない。そして、そのための教育が望ま

れる。

　三森（2004）によると、西洋諸国での母語教

育は言語を技術として教えている。「母語を効

果的に操るための技術（スキル）を教える」

（三森　前掲書1249）のである。これは学校教

育の本当に初期の段階から実施されているよう

であるが、話す時には単なる感想などではな

く、「必ず根拠に基づいて自分の意見を提示す

ること」（三森　前掲書：250）が重要であると
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教える。その結果、生徒は互いの異なる意見は

「成立基盤」が異なるからであることが理解で

き、だからこそ「意見を交換し合うことに意義

があることを…認識するように」なる（三森

前掲書同頁）。このような教育を通して、子ど

もたちはヒミュニケーションの大切さ、ことば

や話すことの大切さを認識することになるだろ

うし、これがコミュニケーション能力の育成に

繋がると考えられる。（三森2004、また森光、

中島2009参照）

　今求められているのは、世界で生き残ってい

くために必要なコミュニケーション能力であろ

う。その能力育成のために、日本でも、言語を

技術として教育するという意識が重要と考え

る。授業中の質問をメールで行っている限りコ

ミュニケーション能力は育たない。授業は、教

員の話を聴きながら疑問を持ち、それをことば

にして質問し、教員や他の受講生の意見や考え

を聞き、自分の意見をさらに深めたり考え直し

たりする場である。この繰返しがなければ、学

んでいることにはならないだろう。学生はお互

いに考えや意見を交換し、自分の考えを深め広

げていかなければならない。そこから教員が学

ぶこともきっとあるはずである。これが1に挙

げた定義の通り、コミュニケーションそのもの

であり、コミュニケーション能力を育てること

にもなるし、視野を広げることにも繋がる。

　このようなコミュニケーション能力は、学校

での日々の教育によって育まれる。教育に携わ

る者は、教育から変えていくのだという意識を

持って、これからの日本を担っていく若者が人

間関係維持だけではないコミュニケーション能

力、話す力、話す内容を身につけ、社会の責任

ある一員となれるよう、全力を尽くさなければ

ならない。

お　わ　り　に

　この論文では、「コミュニケーション」また

「コミュニケーション能力」について、様々な

角度から見てきた。ここで最後に、言語コミュ

ニケーションの観点から、日本人の英語力につ

いても言及しておきたい。国際会議やビジネス

の場でなかなか発言できないのも、日本が国際

競争力で低迷しているのも、一つの理由とし

て、日本人の英語力の低さが指摘されよう。国

際競争力で上位に入るには、英語を使って効率

的に仕事が処理できることも大きな鍵を握って

いると考えてよい。

　国が異なることで生じる文化の違いは、同じ

一つの国の中での年齢や性別による違いとは比

較にならないほど大きいかもしれない。国が異

なればことばの問題が生じ、日本では英語はし

ばしば「壁」という扱いを受ける。しかし、本

当に「壁」なのだろうか。世界の十数億の人々

が英語をうまく利用して、自分たちの主張をし

たり利益を上げたりしているではないか。英語

を第2言語や公用語としている国々の人々は、

英語を押しつけられた悲しい過去を抱えている

ことも多いし、場合によっては英語に嫌悪感を

抱いているが、それでも英語を武器として生き

ている。日本人も世界共通語の英語をうまく利

用して、日本の主張を効果的に国際社会に発信

していかなければならない時代なのである。

　日本人にとって英語はなぜ「壁」になってい

るのであろうか。その原因を英語教育に見出そ

うと、様々な問題点が指摘されることもある。

確かに、問題はある。それは否定できないだろ

う二しかし、英語教育だけが「壁」の原因とし

て批判されるべきではない。上述の新入社員や

授業申の質問をメールで行う例の通り、母語で
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も自分の考えや意見を述べるのは苦手という日

本人は多い。母語でできないことを外国語でで

きるだろうか。つまり、英語の前にまず必要な

のは、母語である日本語を技術として教える教

育である。自分の意見や主張を述べられる基盤

を母語で築かなければ、英語教育だけを充実さ

せても効果はあまり期待できない。どんなに努

力しても、外国語の能力が母語の能力を上回る

ことはないのである。

　また、人問関係維持を殊更に重視するコミュ

ニケーション・スタイルは、世界を基準にした

場合には通用しにくいことを認識することも重

要である。言わなければならないことは、対人

関係に多少の影響を与えてでも、臆せずに言わ

なければならない。コミュニケーションとは何

か、何がコミュニケーション能力なのかを捉え

直すところから始めることが必要である。

　地球は日本人のみで構成されているわけでは

ない。日本が世界に置いていかれても仕方がな

い状況に陥ってしまわないように、我々は世界

に通用するコミュニケーション能力を持ち、言

える意見、話す中身を持ち、どのような場面で

も意見があればそれを言わなければならない。

またそのための英語力が必要である。日本で

は、英語は「壁」の面ばかりが強調されるが、

英語が世界共通語として互いの理解を助け、異

文化の壁を乗り越える手段になることも事実で

ある。英語を「壁」から「武器」に変えて、世

界とのコミュニケーションの道具として利用で

きるようにしなければならないだろう。

注

1）この論文は、2012年6月2日、相愛大学公開

　　講座において「『コミュニケーション』を考え

　　る一性・年齢・ライフスタイルの相違を超え

　　て一」と題して発表した内容に手を加え、さ

　　らに深めたものである。

2）社会学者・土井隆義による。土井は若者が今

　の世の中で生きづらいことの原因を絆や繋が

　　りの重視に見ており、「相手といい関係を作

　　り、損なわないようにしなければ」と思い込

　む状態を「つながり過剰症候群」と呼ぶ。朝

　　日新聞2012年7月23日「いじめられている

　石へ」参照。

3）心理学者・マレーピアンは、情報の93％が言

　語以外のメッセージによってやり取りされて

　いると言う。八代、町、小池、磯貝（1998）

　参照。

4）詳しくは、八代、町、小池、磯貝（1998）を

　参照。

5）ジェスチャーについては、例えば、21世紀研

　究会（編）（2001）に詳しい。

6）西アジアの研究者・西尾哲夫が2012年4月

　　15日に国立民族学博物館「みんぱくウィーク

　エンド・サロン」にて「新生アラビア語が生

　　んだ．’フェイスブック革命’’」と題して話した

　内容に基づく。

7）このような状況にあるアラビア語を西尾哲夫

　　は「中問的アラビア語」と呼んでいる。また、

　西尾によれば、カタールの放送局アルジャジ

　　ーラも中間的アラビア語を使用し始めた。そ

　　うすることで、フスハーを理解できる人々だ

　　けではなく、中間的アラビア語を使用できる

　　より広い層の人々に情報を発信することが可

　能となり、それだけ多くの人を取り込み、存

　在感を持つようになった。

8）Ta㎜㎝（1990）参照。

9）朝日新聞2012年3月8日「男性諸君、日常会

　　話をもっと」参照。

！O）Tamen（1990）はアメリカの大学における7

　　つの教授会で男女の発言回数や長さを比較し

　　た。そのデータは、回数については圧倒的に

　　男性が多く、長さに関しては、男性の一番短

　　い発言でも女性の一番長い発言よりも長いと

　　いう結果を示している。

！！）朝日新聞2012年5月9日「携帯出荷数、スマ

　　ホで明暗　アップル躍進、シャープ3位」に

　　よると、スマートフォン出荷台数は2417万台

　　で、前年比の2．8倍である。また、これは携

　　帯電話全体4274万台の56．6％を占める数字

　　である。

12）朝日新聞2012年6月1日「タブレット端末を

　　全小中学校に導入へ　大阪市教委」参照。
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13）2012年4月19日放映NHKニュース「おはよ

　　う日本」参考。

14）朝日新聞2012年3月5日「新幹線客席のケー

　　タイ、O？x？」参照。

工5）グラミシフォンは、バングラデシュの農村に

　　おける深刻な貧困問題とそれまで電話サービ

　　スがなかったために生じていた諸問題を改善

　　すべく開始された事業である。農村の女性25

　　万人がグラミン銀行から低金利で融資を受け、

　　それを資金として携帯電話を購入し、そのサ

　　ービスを農村の人々に提供した。農村女性は

　　この事業で所得を得、女性の社会的地位向上

　　を導い㍍現在では多くの人が自分自身の携

　　帯電話を所有するようになったため、事業内

　　容も多様化しているのが現実である。

！6）2012年4月4日に行われた相愛大学入学式の

　　学園長式辞で言及された話である。

17）2012年4月17日および4月24日放映NHK
　　ニュース「おはよう日本」参考。
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